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背景・概要

宮崎大学では、高千穂郷・椎葉山地域が2015年に世界農業遺産認定を受ける前から5町村（高千穂町、椎葉村、五ヶ瀬
町、諸塚村、日之影町）について宮崎県と連携しながら調査・研究を実施してきました。また、同地域における若い世代
を対象としたプログラムを構築・実践することなど、教育・人材育成面での連携強化に加え、同地域が持つ資源の再評
価・体系化などを学術的な視点で明らかにし、地域活性化につなげていくことを目指して、農学部や地域資源創成学部教
員を中心に同地域の価値を学術的に明らかにしてきました。

2017年3月に、 宮崎大学・世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会・宮崎県立高千穂高等学校の三者間で連携
協定を締結したことを契機に「宮崎大学GIAHS研究会」が結成され、日之影町をはじめ、高千穂町・椎葉村・五ヶ瀬町・
諸塚村と毎年開催地を変えながら連携シンポジウムを開催しています。

今後の展開

シンポジウムの開催、出前講義の実施、高校生の大学への受入などを通じて、若い世代にむけて自分が住む地域に自信と
誇りを持つことができるよう、教育・人材育成面で貢献していくことで、高千穂町、椎葉村、五ヶ瀬町、諸塚村、日之影町
の持続可能な発展につながる。


